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1．調査の実施状況

１）実施機関および担当者名

実施機関東京都水産試験場大島分場

今井丈夫

中川政男※

武藤光盛

竹之内卓夫

小泉正行

斎藤盛致

岡村陽一

床枝真吉

有馬多恵子

分場長

主任研究員

主事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

総括

〃

担当者 海況

〃

漁況（サノミ・クサヤモロ）

〃（ハマトピウオ・カジキ）

〃（ケンサキイカ）

〃（カツオ）

〃（スルメイカ・タカベ）

塩分量検定

2）沖合定線調査

（１）実施調査船

船名

乗組員

卜ン数

主機

測深機

音響測深機

レーダー

ロラン

電気水温計

ＳＴＤ

ＤＢＴ

ＧＥＫ

サリノメーター

みやこ

船長青沼勇他１５名

１２７．３２トン（Ｇ、Ｔ）

ダイハツ中速ディーゼル

ＴｏＳ－２型（鶴見精機製）

速力１０．３ノット

馬力６００ＰＳ

ワイヤー１，５００ｍ

ＦＵＶ－１２型，ＦＭ－２２Ｃ型（古野電気製）

ＦＲ－１５１－Ｄ型（古野電気製）

ＬＲ－７７６型（光電製作所製）

ＭＫ－６１（村山電気製）

９０６０型（プレッシー社製）

ＭＯＸ－ＢＴ２Ｆ（新日本気象海洋製）

４型（理化学研究所製）

６０１－ＭＫⅢ型（オートラブエ業社製）

ＴＩ

※現小笠原水産センター所長

－１－



(3) 調査項目

海象：水温（転倒温度計による６００

加深までの所定深観測とＤＢＴ

による１０ｍ毎の観測）・塩分

・流向・流速・水色・波浪・う

ねり・海深・潮目

気象：風向・風力・雲量・雲形・天気

・気温・気圧

生物：プランクトン，卵稚仔，魚群分

布（魚群探知機，目視等による）

(2)観測定線概要図

35.Ｎ
大a大a

００

ハ…
●ｉｏ２０

三毛口ａ｡２，
１．０２８
１噸，

八文ﾛ､…

伽)…

…(鱸…
…｢二

34.Ｎ

33.Ｎ

32.Ｎ

３１．Ｎ

`Ｃ■。

l39oE 140oEl41oE142℃
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(4)実施概要
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3）沿岸定線観測

（１）実施調査船

２)の(1)に同じ
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(3)調査項目

２）の(3)に同じ（但し，水温はｊ

計，ＤＢＴともに４００加深まで）

(2)観測定線概要図（図２参照）

水温は転倒温度

140℃l39oE

図２沿岸観測定線図
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(4)実施概要

実施
点数

欠測
,点数

調査年月日

Ｓ５５．４．１８～１９，２２～２３

５．１４～１７

６．１１～１３

７．３～５

船名 側点数 調査員名 備 圭

み了に'１:｜：|岡雫一 Ｔ７，１３欠測

〃’１９１１９１０|〃

〃１１９１１９１０１〃

８．１５～１７ 〃’１９１１９１０１〃

９．１３～１５ 〃’１９１１８１１１〃 Ｔ１３欠測

Ｔ１～４，７欠測，

Ｔ５，０ｍのみ

Ｔ７，１３欠測

Ｔ７，１３欠測

１０．２８～３１ 〃’１９１１４１５１武藤光盛

１１．５，７，８～９

１２．１１～１２，１６

〃１１９１１７１２１〃

lⅢⅢ:掌５６．１．１７～２０

２．４～６

Ｔ７欠測

〃’１９１１８１１１〃 〃

３．７，１１～１３ 〃１１９１１７１２１〃 Ｔ３，７欠測

4）予報資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

調査指導線《《みやこ”《《やしお'，（(かもめ'（《拓南”による調査資料

市場および一般漁船からの聞込み調査

島しょ各漁業協同組合との電話，テレファックスによる連絡と聞込み調査

各水研・水試，水路部および漁業'情報サービスセンター等の発行資料

すとれちあ丸観測資料

漁獲物の魚体調査資料

－４－



5）予報・'情報の発表

(1)漁海況速報

主な対象魚種

メママハケカタイアメヒクアムキ

マン_サン
オカフ

サニヱツカサダヤコ メ

ジダマモダ
ウイ

ジキパオカオペキイイサロウツイ

発行部数および

主左配布先
発行年月日

各回７６部

年間合計３，８７６部

主な配布先

都下各漁業協同組合

東海区水産研究所

水産庁

関係各県水産試験場

その他の関係各官公庁

報道機関等

功
那
伽
加
Ⅵ

１４．２１．２８Ｓ５５

１２．１９．２６

9，１６，２３，３０卜
已
▼

1４，２１，２８

１１，１８，２５

9／1,8,16,22,29

Ｍ
ｗ
Ｍ

１
１
１

１３．２０．２７

1０．１７．２５

Ⅲ
８，１５，２２

IllH
S５６．１／７ 1２．１９．２６

(計６２カ所）

加
汕 ９１６．２３

9,16,2ａ３０

(2)その他の公示方法

「大島分場だより」に各種調査結果および予報を掲載

大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送，港内放送による停泊漁船への周知その他，

新聞等への公示

2．調査研究結果

１）海洋状態の推移と特徴

（１）黒潮の動勢（図３）

昭和５０年８月以降持続していたＡ型流路は消滅過程に入り，昭和５５年８月後半には黒潮

の大蛇行とこれにともなう大冷水渦は完全に消滅した。

黒潮流軸の動きを時期的に見ると，昭和５５年２月に続き４月にも冷水域迂回後の黒潮北上

－５－
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図３黒潮流軸の変動（水路部海洋速報より）

部は伊豆海嶺をはさんで東西に移動が見られた。５月以降，北上部は海嶺の東側に完全に移っ

て漸次東進するとともに，蛇行の最南端は32.Ｎ付近まで北上した（Ｃ型流路）。

６月に蛇行部は伊豆海嶺上に移り，黒潮は遠州灘沖をほぼ東流する傾向を示し，そのあと，

６月後半～７月前半には八丈島の東側から石廊崎近海に向かって海嶺をまたぐＳ字状の流路を

示した。

その後流路はきわめて不安定となり，８月にC型からＤ型に移り，９月前半にＮ型に移った。

１１月後半から１２月にかけて遠州灘沖で離岸し，１２月前半にはＢ型となった。その後も蛇

行部が次第に東進して昭和５６年１月後半にはＣ型に移り，２月後半にはＤ型となった。

－６－
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３月になると房総沖の蛇行は次第に小規模となったが，いつぼう遠州灘沖に小蛇行型が発生

した。

以上のように黒潮は非常に不安定な状態で経過した。

(2)伊豆諸島海域の海況変動

黒潮流路の大きな変動にともない伊豆諸島海域の海況もめまぐるしく変化した。

本年度の海況概要を表１に示した。

表１伊豆諸島海域の海況経過の概要

伊豆諸島海域の海況

北部海域への暖水の波及は弱まり，各島水温

は平年並～やや低目に経過した。

冷水の影響の強かった八丈島海域では中旬ま

で平年より２℃前後低目の水温で経過した。

後半に黒潮北上部がやや西に移り三宅島～八

丈島海域に黒潮系水が波及した。

銭洲海嶺東側に沿って大室出し海域まで暖水

におおわれたが，大島～新島周辺には冷水があ

り，大室出し海域には南北に顕著な潮境が形成

された。中旬以降黒潮系水は後退し，全域にわ

たり冷水（１７～１９℃台）におおわれた。

全域をおおっていた冷水は次第に縮小した。

後半には北部海域にまで強い暖水勢力の流入

かあり水温上昇が顕著となったか，各島周辺に

は低水温域か残っていた。

先月後半から北部海域へ波及していた暖水は

中旬に後退した。全域にわたり再び冷水におお

われたが，この冷水は徐々に縮小し，月末には

黒潮系水が三宅島～八丈島海域に波及した。

潮里
」、､、月

５５年４月 遠州灘沖大冷水塊はやや東へ移

り御前崎～石廊崎沖を中心に停滞

し，黒潮はこれを迂回して青ヶ島

付近から列島線の東側を北上し

ｈＩ

た。

初旬には列島線上を小蛇行しな

がら北上していたが，中旬には小

蛇行が消えるとともに北上部は東

へ移り，列島線東側～房総沖へ流

去した。

５月

Ｃ型流路となり蛇行規模か縮小

したが，変動しやすい状態とをっ

６月

た。

八丈島の南側を迂回し列島線

の東側を北上するＣ型流路が続

いた。

前半にみられた北上部の北西

への曲り込みは中旬に消滅し

７月

た。

(次頁へつづく）

－７－



(表つづき）

伊豆諸島海域の海況

前半は冷水におおわれ平年よりかなり低目の

水温で経過した。冷水は縮小し，その中心が八

丈島海域から三宅島・御蔵島海域へ移った。こ

れにともない八丈島海域の水温は次第に昇温し

平年並まで回復した。

後半に冷水は東へ移行し，神津島～三宅島海

域でも著しい低水温からほぼ平年並の水温まで

昇温した。しかし大島・新島海域には小冷水が

残り，低水温傾向が続いた。

北部海域まで黒潮系水におおわれ海況が急､変

して，高水温となった。しかし中旬以降銭洲海

嶺付近を中心に三宅島海域に及ぶ顕著な冷水域

が形成され，この海域の水温は急激に低下し，

下旬には２０℃以下の水温が観測された。

引続き銭１１ﾄﾄ|海嶺付近を中心に冷水域か存在し

ていた。中旬にこの冷水域は消滅し，黒潮系水

が大島近海まで波及した。

月末には再び銭洲海嶺付近に冷水域が出現し

北部海域での降温が顕著とたった。

銭洲|海嶺付近に出現した冷水域が上旬に三宅

島～御蔵島海域へ移動した模様で，北部海域の

低水温傾向が続いた。中旬になるとこの冷水域

は姿を消し，北部海域へも暖水が波及して，各

島水温は中旬以降平年並ないしゃや高目に経過

した。

黒潮の接岸傾向が続き，上旬は全域にわたり

暖水の影響が強かった。

中旬に強い季節風の影響や海況の小変動等が

あり，北部海域での降温が顕著であった。

潮黒月

前半はＣ型流路で経過したが，

後半に大蛇行および大冷水塊は完

全に消滅して，紀州沖から伊豆列

島まで直進し，八丈島・御蔵島間

を通り房総沖で中規模の蛇行が存

在するＤ型となった。

８月

。

Ｎ型流路となり接岸傾向が強ま

った。

９月

銭洲|海嶺付近の冷水を迂回して

御蔵島付近から房総方面へ流去し

ていた。中旬に接岸傾向が強まつ

1０月

た。

上旬はやや離岸していたが，中

旬以降接岸して三宅島付近を東～

北東へ流去した。

1１月

遠州灘沖に小蛇行か発生し，Ｂ

型流路となった。

1２月

(次頁へつづく）

－８－



(表つづき）

伊豆諸島海域の海況

黒潮の離岸にともない北部海域は冷水におお

われた。中・下旬には遠州灘沖冷水が関東にの

びて八丈島～青ヶ島海域まで張り出し，八丈島

では水温が低下した。

潮月

５６年１月

里
/１，､

遠州灘沖での小蛇行が強まりな

がら東へ移動し，豆南海域で離岸

した。後半には青ヶ島付近を通過

し列島線の東側を北上するパター

ンとなった。

遠州灘～豆南海域に冷水域が広がり，北部海

域は表面で１３～１４℃台の冷水におおわれた。

この現象は昭和３８年の異常冷水現象に次ぐも

のであった。中旬以降八丈島海域の水温は１８

℃台まで上昇したが，北部海域は依然として低

水温で経過した。

三宅島海域雀で黒潮系暖水が波及し，表面で

１８℃台の水域が広がったが，その北側には引

き続き１３～１４℃台の冷水域が存在し，著し

い潮境を形成していた。後半には銭洲～御蔵島

海域に冷水が張り出し，一時的に北部海域まで

達していた黒潮系暖水は後退した。

ひき続き豆南海域で蛇行離岸し

列島線の東側を房総沖へ北上した。

中旬になると蛇行部が東へ移る

とともに黒潮流軸は急､激に接岸し

て御蔵島～八丈島海域を流去した。

（Ｄ型）

２月

黒潮流軸は徐々に接岸傾向を強

め三宅島海域を流去した。後半に

は房総沖の蛇行は縮小し，遠州灘

沖に新たに小蛇行が発生した。

３月

(8)沖合定線調査（』線調査）

４月８～１５日（Ｓ５５年）

表面水温は１６．９（Ｓｔ、０２９）～２１６℃（Ｓｔ、０３２）で３月１７～１８日の観測に比

べ北部海域では約１℃低目であったが，八丈島～青ヶ島間に張り出していた冷水域はやや昇

温した。

２００加深水温は北部海域では１２℃台で３月より３℃も低温化した。

流向・流速はＳｔ、０３１，０３２で１ノット以上の流れが観測されたものの，それ以外の

観測点は１ノット未満で，全般に流れは弱かった。また流向の東西成分分布は三宅島～八丈

島間では西，八丈島以南では東の方向であった。

黒潮は，八丈島～青ヶ島間に張り出していた冷水を迂回しベヨネーズ（Ｓｔ、０３２）付近

を通ったのち，八丈島の東側を列島線に沿って北上していたが，列東線への曲り込みは弱ま
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り，北部海域ではやや低温とたった。

黒潮主流域の表面水温は２２℃台まで昇温した。

７月１８～１９日

表面水温は２２．７（ＳｔｏＯ２５）～２７．９℃（Ｓｔ、０３４）の範囲にあって，大島南（Ｓｔ、

０２５）～八丈島南（Ｓｔ、０３０）間では２２７～２５．４℃，２００，深水温は９６２～１２．６９

℃と低温で，流向・流速も１ノット以下の南下流であった。

一方，青ヶ島以南（ＳｔｏＯ３１）～鳥島北（Ｓｔｏ０３４）の表面水温は２７．１～２７．９℃と

ひろく２７℃台の水温が広がり，２００加深も１８．１０～１９．２８℃と高水温で，Ｓｔ、０３１で

は東南東へ１．８１ノットのやや速い流れが観測された。

また，Ｓｔ、０２８では２００，７．８２℃，４００伽５．８１℃，６００７７z４．８６℃，ＳｔｏＯ２９で

は１００，１３．４１℃，２００，９．６６℃，４００，６．３５℃と２００ｍ以深の各層では極めて低

い水温が観測された。

流向・流速は全般に弱く，１ノットを越える流れはＳｂＯ３１～０３３の３測点でのみ観

測された。

これらのことから，Ｓｔ、０２８～０２９には冷水の強い張出しかあり，黒潮はこれを迂回

するように青ヶ島付近を東方へ流去していると推察された。

２月２０～２２日（Ｓ５６年）

表面水温はＳｔ、０２５と０２６では１４℃台で，Ｓｔ，０２７と０２８の間に温度差３．６℃の

顕著な潮目がみられた。それ以南のＳｔ、０２８～０３１は１９℃台，Ｓｔｏ０３２～０３４は１８

℃台であった。

水温の垂直分布をみると，２００，深１５～１６℃等温線は，Ｓｔ、０２８と０２９の間に分

布し，２００，深水温はＳｔ，０３０で降温しているが，Ｓｔ、０３１以南は１８℃台であった。

流向・流速はＳｔ、０２８，０２９，０３０で２ノット以上の強い東南東～南東に向かう流れ

が観測された。

これらのことから，黒潮本流は八丈島付近を東南東～南東に流去していたと考えられる。

塩分の垂直分布は水温の垂直分布とほぼ同様な様相を示し，Ｓｔ、０３０の１００ｍ以深で

塩分の低下か見られ，Ｓｔ、０３３，０３４の表面に３５９６０以上の高塩分が観測された。

(4)沿岸定線調査（トー２線）

４月１８～２３日（Ｓ５５年）

表面水温はＳｔ・Ｔ１３で２０．７℃と平年より高目であったほかは１５．７～１９．１℃の範囲に

あり，平年並からやや低目であった。特に列島線西側のＳｔ・Ｔ５～Ｔ１１では１５～１６℃

」
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台と低温で，Ｓｔ・Ｔ７～Ｔ１０では透明度か低かった。

各深水温も表面水温同様，Ｓｔ．Ｔ１３を除いて全般に平年並～やや低目で，黒潮流軸の指

標水温である２００，深１５～１７℃等温線は描けなかった。

流向・流速はＳｔｏＴ１４，Ｔ１５にやや強い南下流が，またＳｔ・Ｔ１７にやや強い東へ向

う流れがあったほかは非常に弱い流れであった。

以上のことから，黒潮は列島線の東側を北上し，黒潮系水はＳｔ．Ｔ１３付近にのみ波及し

ている模様である。

５月１４～１７日

表面水温は１６．０～２１．６℃の範囲にあり，列島線の東側（Ｓｔ．Ｔ１８～Ｔ１４）は平年並

かやや高目であるが，他の測点では利島～大島を中心に沿岸系水の張り出しによって平年よ

りやや低目であった。

各深水温も利島～大島付近を中心に平年より低目の水温となり，黒潮流軸の指標となる

２００ｍ深１５～１７℃の等温線は，先月同様見られなかった。

流向・流速を見ると，大室出し（Ｓｔ・Ｔｌ）に１０２ノットの南下流が，三宅島の北側

（Ｓｔ・Ｔ３）に１．１８ノットの東向流があるほかは１ノット以上の流れは観測されなかった。

以上のことから御蔵島以北の海域は，沿岸系の冷水に覆われ，黒潮は伊豆諸島の東側を北

上している模様である。

６月１１～１３日

表面水温は１９２℃（ＳｔｏＴ１８）～２３．７℃（８t．Ｔ１１）の範囲にあり，Ｓｔ・Ｔ１１のみ

平年よりやや高目であった他は，平年並か平年より低目であった。

各深水温は１５０加深まで銭洲の東側（Ｓｔ.Ｔ１１）で最高を示した。２００加深では三宅

島～神津島付近を１３℃台の水帯が東西に延び，８t．Ｔ１５の１３．６７℃が最高水温であり，

黒潮流軸の指標（１５℃）以上の水温は調査海域に見られなかった。また伊豆列島線東側の

ＳｔｏＴ１９～Ｔ１２の各深水温はほぼ平年より低目で，Ｓｔ・Ｔ２，Ｔ４，Ｔ６～Ｔ８も同様

であった。

流向・流速をみると，Ｓｔ．Ｔ３，Ｔ１２，Ｔ１３で１．８３～２．４７ノットの東南東へ向かう

やや強い流れが見られたほかは全般にゆるやかで，列島線の西側では東への流れが，また東

側では南下流が目立った。

これらのことから黒潮本流は列島線の東側を北上し，黒潮系水は銭洲付近にのみに波及し

ていた模様である。

７月３～５日
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表面水温は２２．４℃（Ｓｔ.Ｔ１８)～２５．７℃（Ｓｔ・Ｔ２）の範囲で，全測点とも平年並であっ

たが，調査海域の南東域が北西域より高温であった。

５０加深では，２４℃台の高水温帯が御蔵島の北側を北東方向に延びており，１００加深で

は列島線の東側のＳｔ.Ｔ１７～Ｔ１５では２１℃台であった。

２００加深では１５℃等温線か神津島付近からＳｔ・Ｔ１８に延びており，Ｓｔ・Ｔ１６では

１９．２７℃と著しく高い水温を示していた。

流向・流速をみると，先月に比べ，全般的に速くなっているが，神津島以北では，東向き

の，三宅島～御蔵島付近では南向きの流れがそれぞれ卓越していたほか，ＳｔＴ１３では

２．０２ノットの北向きの強い流れが観測された。

これらのことから黒潮本流は伊豆諸島の東側を北上したのちＳｔ．Ｔ１６～Ｔ１７付近で東

に向きを変えており，黒潮系水が西側へ広く波及していた模様である。

８月１５～１７日

表面水温は２３．８～２７．９℃の範囲にあり，Ｓｔ．Ｔ１２～Ｔ１４は平年並で，Ｓｔ・Ｔ９のみ

平年よりやや高目で，他は平年より低目であった。

水温垂直分布をみると，５０～１００加深に顕著な季節躍層が形成され，それ以浅はほぼ平

年並，以深は全般に平年よりやや低目の水温であった。

２００，深水温では黒潮の指標（１５℃）以上の水温はみられず，全域１４℃以下であっ

た。

流向・流速をみると，Ｓｔ・Ｔ１４で３．６７ノット，Ｓｔ、Ｔ１３で２．３５ノットの強い南東へ

向かう流れが観測された。

これらのことから黒潮は御蔵島以南を流去しており，三宅島以北は広く冷水におおわれて

いた模様である。

９月１３～１５日

表面水温は，２４２℃（Ｔ７）～２８．５℃（Ｔ１４）の範囲にあり，列島線の西側の各測点

では平年より0.6～１．７℃低く，東側では０４～１．８℃高かった。

２００，深水温はＴ１１に８．９６℃の非常に冷たい水温が，新島浦のＴ４に９．８２℃の地形

性の冷水が，それぞれ観測され，黒潮の指標（１５℃）等温線は御蔵島～Ｔ１５に描けた。

垂直分布をみると，列島線東側のＯ～１００ｍまでは，平年に比べ高目～かなり高目であ

ったのに対し，西側では平年並～低目の水温で，Ｔ８～Ｔ１１の１００加以深ではかなり低目

の水温を示した。特に，Ｔ１１の各深水温は平年を下回った。

流向・流速分布は，列島線の東側では東向成分か，西側では西向成分が卓越しており，最
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大流速はＴ１２の２．７０ノットであった。

塩分量もＴ１２～Ｔ１８の１００ｍ以浅で平年値を大きく上まわり，このうちＴ１２，１４，１５

の７５～２００加深に３４７０９６０台の高い値がみられた。

また150れ以深では，Ｔ１１を中心に伊豆半島Ｓ線上に低塩分量の分布がみられた。

これらのことから，銭lﾄﾄ|海嶺沿いに冷水の張り出しがあり，黒潮は，御蔵島以南を北東へ

流去していた模様である。

１０月２８～３１日

表面水温は，２０．１℃（Ｔ６）～２４７℃（Ｔ１６）の範囲にあり，列島線の東側では23.3

℃～２４．７℃，西側では２０．１℃～２１．４℃と列島線をはさんで最高４．６℃もの温度差が見ら

れ，温度分布は東高西低が顕著であった。また平年水温を上回ったのは２測点（Ｔ１６，Ｔ１７）

のみであった。

２００，深水温は，１１．２１℃（Ｔ８）～１９７８℃（Ｔ１４）の範囲でＴ１２～Ｔ１７の列

島線の東で平年に比べやや高目～かたり高目の水温が分布しており，表面水温と同じく東高

西低の分布であった。黒潮指標水温である１５℃等温線はＴ１１～Ｔ１７に描かれた。

垂直分布をみると，伊豆半島Ｓ線（Ｔ８～Ｔ１１）のＯ～４００ｍ各層とも平年を下回る水

温が観測され，とくにＯ～１００ｍではやや低目からかなり低目の水温を示した。

一方野島崎Ｓ線（Ｔ１３～Ｔ１８）ではＯ～５０ｍの一部の測点で平年を下回る水温もみら

れたが，７５～４００加ではやや高目の水温となっており，Ｔ１６の１５０～３００ｍはかたり

高目の水温であった。

塩分量はＴ１４～Ｔ１５水深の１００～２００ｍを中心に３４８０９６０以上の高塩分塊があり，

一方Ｔ１１ｏｏｍに３４００９６０，１００ｍに３４０２９６０の低塩分か観測された。

垂直分布をみると野島崎ｓ線では平年を上回っており，水温分布に対応するように東高西

低の塩分分布であった。とくにＴ１１は０～１００加深で低塩分が顕著であった。

流向・流速分布はＴ１２，Ｔ１５，Ｔ１７に2.0ノット以上の東～北東への速い流れが観測

され，全般に列島線の東側では東方向への成分が，西側では南東方向への流れか卓越してい

た。最高流速はＴ１５の２．８ノット（７０｡）であった。

これらのことから，伊豆半島～銭洲海嶺にかけて冷水の張り出しがあり，黒潮は三宅島付

近を北東～東北東に流去していた模様である。

１１月５～９日

大島の東側と伊豆半島沿岸域に0ｍで１９℃台の冷水がみられ，これより南の列島線の東

側はおおむね黒潮系水帯に覆われ，表面２３℃台，２００加深で１５～１６℃となっていた。
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銭洲海嶺付近は南から黒潮系水の張り出しがみられたが，伊豆半島先端付近には低温水域

が存在していた。

また，御蔵島海域には，水平規模は小さいが明瞭な冷水塊かあり，0ｍ（２０．３℃）から

４００加深（６．７０℃）までかなり低目の水温を示した。

流れは全域にわたりさほど強くなく，西側では南東方向へ，東側では北～北東への流れが

卓越していた。

塩分分布は東側海域で比較的高い値を示し，銭洲海嶺付近で複雑な分布を示した。

１２月１１～１６日

１１～１２日の調査では黒潮は接岸して，三宅島付近の海域を北東に流去していた模様で，

0ｍの水温は北部で１９℃台，南部で２２℃台となっており，２００，深水温は三宅島海域で

急勾配となっていた。

１２～１５日の今冬一番の季節風による時化で，海況（特に表層）変化があった模様で，

１６日に観測した銭洲海嶺付近の海域はかなり低温となっていた。特に大島～伊豆半島間

（Ｓｔ.Ｔ６，Ｔ８）ては顕著であった。

１月１７～２０日（Ｓ５６年）

黒潮は列島線の東沿いに北上し，房総沿岸に接岸している模様で，野島崎ｓ線では北部ま

で黒潮系水帯が波及していた。

銭洲海嶺以西には黒潮の強い流入は見られず，複雑な海況とたっていた。

流れは全般に弱かった。

塩分量は全域にわたり平年より高目であった。

２月４～６日

０，水温は全域ほぼ１５℃台で，大島周辺を除き平年よりやや低目であった。鉛直混合は

１００，深付近にまで及んでいる模様で，１００，深水温は１４～１５℃台であった。

２００，深水温は南部で平年より特に低目となっていた。

塩分量は平年と比較するといくぶん高目で，水温分布と類似した分布傾向を示した。

流れは全域とも弱く，流向もまちまちであった。

これらのことから調査海域は南部から広く冷水域におおわれ，黒潮は離岸していると考え

られた。

３月７～１３日

海況の短期変動が著しく，調査期間中にも比較的大きな変化があった。

７日には大室出しの南側まで，冷水が存在し，Ｓｔ・Ｔ２，Ｔ４の各深とも比較的低温であ
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ったが，両側点間には表面水温１６℃台の暖水か張り出しており，この付近は大きな潮目と

なっていた。

１１日は利島付近にまで表面水温１７℃前後の暖水が波及したが，伊豆半島沿いには依然

として低温水が分布していた。

１２～１３日の外回りの観測によれば銭洲～御蔵島海域に低温で比較的低塩分の水域が張

り出し，御蔵島の東側で黒潮との顕著な潮境を形成していた。

これらのことから伊豆諸島北部海域への暖水の波及は１１日がピークで，その後西側から

冷水が張り出し，１３日には黒潮はこの冷水を迂回するように御蔵島の南側で向きを変え列

島線の東側を北上していたと考えられる。

2）主要魚種の漁況（Ｓ５５年１～１２月）

（１）マサパ

伊豆諸島海域におけるサバたも抄い網漁業は，前年より１２日遅れて，２月８日から大室出

し海域で始まった。その後漁場は３月６日にはひょうたん瀬海域に移り，６月中旬の終了期ま

でほぼ同海域に形成された。

サバたも抄い網漁業着業船は推定１６０隻で，１～６月の－都三県主要港の水揚量は１３０，９１５

トンであった。

これは近年最高の水揚量であった昨年（１７７，３９６トン）および昭和５２年（１５４，３７４トン）

にはおよばなかったが，サバたも抄い網漁業が開始された昭和４９年以来の平均漁獲量

（１０８，３９９トン）を上回った。

（なお，詳細については一都三県マサパ共同報告書噸関東近海のマサパについて，，昭和５５

年版参照。）

（２）ハマトピウオ

昨年同様１月２９日に八丈島周辺海域で開始された本年の春トビ漁業は，５月１９日におけ

る三宅島周辺海域での操業をもってすべて終了し，・各漁場別漁獲量は下表のとおりであった。

今漁期中の激しい海況が伊豆諸島海域でみられたが，鳥島海域は漁期中を通じて冷水塊の影

響を受けたかったことと，八丈島周辺が不調であったため出漁船も増加して，冷水におおわれ

た昨年よりも２７万尾多い漁獲量であった。

スミス～青ヶ島，八丈島海域は，初漁期から冷水塊の影響を受けて不調が続き，特に八丈島

では４月上旬まで１夜１隻平均５００尾以下の漁模様で経過したが，黒潮が北上して八丈島付

近を流去しだした中旬頃より本格化し，スミス～青ヶ島では中旬に－航海平均７，０００尾，八

丈島では下旬に１夜１隻平均２，０００尾を越す好漁がみられ，最終的にはスミス～青ヶ島海域

－１５－



が３９万尾と昨年より１２万尾多く，八丈島海域でも１０８万尾と昨年並の漁獲量となった。

一方，銭洲～三宅島以北海域は，終始冷水の影響下にあったため銭洲では全くの不調に終り，

５月上旬に三宅島周辺で魚群集合がみられた時期も，地元の三宅島漁船以外は荒天のため出漁

の機会に患在れず，Ａ型海況形成
表２昭和５５年漁獲結果

以来最低の４３万尾にとどまった。

単位努力量
当り漁獲量

尾/航海

７，９４４

〃

７，４２１

本年は，鳥島を除く各漁場で冷

水塊の影響を受けて不漁が続いた

ものの，４月中～下旬の短期間に

スミス～青ヶ島，八丈島で集中的

な好漁かみられ，八丈島以南の総

漁獲量は昨年より３７万尾増加し，

逆に銭洲～三宅島以北は３７万尾

減少した南高北低の漁模様で，総

漁獲量は昨年と同じ２２３万尾で

あった。

(3)マカジキ

漁場

鳥島

スミス

ー～青二ヶ島

八丈島｜Ⅲ｜川壽｜，雷}曇
￣

銭iWl～
三宅島以北 不明

計

本年のマカジキ漁は，１月中旬より八丈島海域で開始され伊豆諸島海域全体の漁獲量（１～

５月）は７８トンで，不良であった昨年を２２トン上回った。

例年マカジキ漁獲の大部分を占める神津島海域では，３月上～中旬に１１～１６トンの比較

的まとまった漁がみられたものの，全般的に振わず，昨年を１１トン下回る３８トンの漁獲にと

どまった。

八丈島海域では，３月下旬の５トンがピークであったが，２月中～５月上旬までの長期間に

亘って１トン以上の安定した漁が続き，昨年を１９トン上回る２３トンの漁獲量を記録した。ま

た，従来目立った漁がみられたかった三宅島海域でも１４トンの漁獲があるなど本漁期は漁場

の拡散が顕著であった。

(4)カツオ

本年の伊豆諸島海域での地元曳縄船による漁獲量は３００トンで，５４年漁獲量の半分に減

少した。これは盛漁期となる３～５月に黒潮が青ヶ島以南から列島線の東側を離岸して北上し，

漁場が冷水の影響を受けたためと，八丈島での３～５月の操業船が延２，８００隻と５４年より

５００隻も減少したことなどがあげられる。

例年八丈島海域での漁獲量か伊豆諸島管内漁船のカツオ総漁獲量のほとんどを占めるか，本
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年も八丈島海域で２８１トンと全体の９３％の漁獲があり，漁獲量の月別経過は１日１隻平均

で，３月２９Ａ９，４月１２７〃，５月１２５Ａ７であった。

(5)ケンサキイカ

本年のクンサキイカ釣漁業は，３月４日に新島周辺で，３月１４日には式根島周辺で開始さ

れ，昨年同様早い出足であった。

盛漁期の４～５月は冷水塊におおわれ，魚体も大型魚が少なく中・小主体であったため１夜

１隻平均３０～４０〃のやや低調な漁況が続いた。しかし４月下旬に神津島周辺で，また５月

下旬に式根島，神津島でまとまった水揚げがあった。

６月中旬～７月上旬に黒潮系水の東側からの流入により高水温となり，漁況は１夜１隻平均

５０Ａ7以上に好転した。特に，神津島周辺では６月後半に１夜１隻平均２００k7以上の日が続

き，出漁隻数も増加した。

７月中旬以降，漁況は１夜１隻平均２０～３０〃に低下し，式根島を除く各島は７月末には

ほぼ終漁した。式根島周辺では８月～９月上旬まで操業が行なわれたが，９月上旬は１夜１隻

平均１０ｋ7程度であった。

本年の漁獲状況は，毎月漁獲のピークがみられるという好漁年型で，総漁獲量は２０８トン

と戦後４番目の漁獲量となった。

島別にみると，神津島では前年の３倍，新島が２倍の水揚げがあり，大島，新島はほぼ前年

並で，出漁隻数の少なかった三宅島は３トンの水揚げに終った。

表３クンサキイカ水揚量
(単位：〃）

合計

２９９

３４，４２０

１５，１６２

７０，０１６

８４，７４３

２，３４７

７９６

２０７Ｊ８３

９月８月６月 ７月５月４月３月

ii1lｶｷ■
大島・岡田

波浮港

新島・若郷

弍根島

神津島

三宅島・阿古

坪田

合計 2４７２1，２３１２４２５０７７７４０６１，０４２３７，０８７3，９６１
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(6)クサヤモロ

入丈島海域のクサヤモロ棒受網漁業は昭和５４年漁期が１～２月まで継続し，昭和５５年漁

期は７月に始まり，１２月まで操業されて年間総漁獲量は８５９．６トンであった。これは史上最

高の漁獲をあげた昭和５３年の１，０７９．４トンに次ぐ漁獲水準で，昭和５１年の８６０トンと|剰蚕

同じ漁獲量であった。

なお操業期間中には概ね１日１隻当たり４００～７００Aｙの漁獲自主規制が行なわれた。

一方，三宅島海域では８月に操業が始まり，１１月まで続けられ，総漁獲量は約７９トンであ

った。これは三宅島での漁獲水準としては昨年をかなり上回り５３年漁期に次ぐ好漁であった。

(7)スルメイカ

太平洋側のスルメイカ資源の回復傾向をうけて，大島でも４月以降，特に５～７月に南部で

ケンサキイカ漁時の混獲が増えて，年間の水揚量は波浮港・岡田港をあわせて１９トンと，少

ないながらも昭和５１～５４年の約１０倍になった。

(8)タカペ

大島から三宅島海域の年間水揚量は２８５トンで，近年の最低であった昭和５４年二を４７トン

上回ったものの，依然として低い水準であった。島別・月別の水揚量を図４に示した。

式根島，神津島の水揚量はそれぞれ６１，８５トンで，不漁であった昭和５３，５４年を大き

く上回ったが，これは操業条件の好転（潮流が比較的ゆるやかであった）に伴う出漁日数の大

幅な増加によるところが大きい。１日当りの漁獲量は式根島の刺網で３０５〃／１隻とわずか

に昭和５４年を上回ったが，神津島の建切網では近年の最低の９７６〃／１ケ統であった。若

郷の寄網では５２年以降漸減傾向となっており，昭和５５年は年間漁獲量９６トン，１日当り

ｔ

Z2国神津皇
７０

水

場５０

量３０

IUIIIY

１０

皿皿Ⅱ ■■

１ＺヨムＳＧ７ｓ９１０１１１２月

図４昭和５５年のタカベ水揚量
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１，２８０Ａ７でともに５４年の９０％に減少した。加えて魚体が例年より小さく（特にウドネ島漁

場）水場金額は５４年の２分の１にとどまった。大島では３１トン，三宅島では９トンで，と

もに近年の最低であった。

3．漁況海況予報事業の現状と課題

１）昭和５０年８月に黒潮はＡ型流路となり，小変動を繰り返しながらも昭和５５年８月に完全に

消滅するまで５年間にわたり持続した。この間，各機関が黒潮を対象とした調査研究や観測を多

数企画，実施し，Ａ型海況の構造や変動の模様が次第に明らかにされてきた。現在のような細か

い観測網が確立してから初めてＡ型海況を体験し，この海況時のさまざまな現象をモニタリング

できた事は貴重な成果であった。

２）漁況・海況についての現況把握は，関係各機関や管内各漁協の協力を得て，迅速にできるよう

になりつつある。漁業者にとって役立つ漁海況予報を作成するためには，これら現況把握のため
●●●●

CD』情報に加え，確かなみとおしを立てるためにも基礎的な知見を蓄積する必要がある。
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資料表

海洋観測表
廷

(第１～第３次）(1)沖合定線調査

(第１～第１２次）(2)沿岸定線調査
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